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カザフスタンとの交流と観光 
八戸工業大学 長谷川明 

 
1. はじめに 
 みなさんはカザフスタンと聞いて、どこにあるかわかりますか？私は最初

にこの国と出会ったとき、はっきりした場所はわかりませんでした。カザフ

スタンの人に失礼な話です。でも、うちの研究室の学生に聞いても、「良くわ

からない」が大方の答えです。 
地図を見てください。中央アジアの国ですが、アジアとヨーロッパの間に

あるといってもいい位置です。西にカスピ海、東は中国、南は天山山脈、北

はロシアです。 
カザフスタン共和国（以下、カザフスタン）は、1991年のソ連崩壊ととも

に独立した国ですが、現ロシアとも友好的な国で、特にロシアの宇宙基地と

思われているバイコヌール宇宙基地はカザフスタンにあり、そこをロシアが

借りて使っています。国土面積が広く世界第 9位で、ア
ジアでは中国、インドについで第 3位です。国土の大部
分が、砂漠や乾燥したステップです。草原の大国です。

みなさんも、草原を駆ける馬に乗っているカザフ人や、

移動式住居のユルタを想像されるのではないでしょう

か。 
人口は約 1700万人で、人口密度は約 6.3人/km2。日

本の人口密度 337人/km2とは、約 1/53です(2013)。人
口の約 63%がカザフ人、宗教ではイスラム教が約 70%
となっています（wikipedia）。ですから、市内には大き
なモスクを見ることができます。もちろんロシア正教の

教会もありますが。首都は中央部のアスタナ（図中の丸

印 Astana）。旧首都（1997 年まで首都）は南部の丘陵
地にあるアルマティ（図中の□Almaty：アルマトイと
も）。写真番号の 4桁数字は撮影年です。 

 
2. カザフスタンとの出会い 
カザフスタンとの出会いは、1991年（平成 3 年）に

カザフスタンから若い研究者を八戸工業大学の諸戸靖

史先生（故人）が呼び、私に八戸駅に迎えに行くように

言われたのが最初です。理由は、私が車の運転ができた

からだと思います。その人が、アスカル、正しくは、アスカル・ジュスベコプ（Askar Zhussupbekov：
以下アスカルと呼ばせていただきます）です。諸戸教授のもとで地盤工学を数ヶ月間研究して帰国しま

した。日本に来るときはソビエト連邦だったのが、帰国の時には独立してカザフスタンとなっていたと

いう歴史の動いていた時期でした。最近のアスカルは、カザフスタンの首都アスタナ市にある国立ユー

 
図-1カザフスタン共和国 googleから 

 
写真-1 著者 
2003アルマティで 

 
写真-2 
2000アルマティ。国際会議でアスカルと 
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ラシア大学（写真-3）Eurasian National Universityの地盤工
学科学科長や国際地盤工学会副会長を歴任し、偉大な地盤工学

者となって世界で活躍中です。2015 年 1 月にはインドのチェ
ンナイで開催された国際会議で、出席者から還暦祝いの祝福を

受けていました。私は、諸戸教授の後任のようにして交流させ

ていただき、講演活動や国際会議で交流しています。 
 
3. カザフスタンとの交流 
 友人アスカルは、国際的に著名な地盤工学者ですから、数多

くの日本訪問をしてくれています。八戸工業大学にも数回、訪

問し、カザフスタンの地盤工学的課題やチェルノブイリ発電所

のその後の状況などを講演してくれました。最近では、2014年
11月に本学で開催された国際防災フォーラムに来られ、カザフ
スタンの自然災害と人間が創り出した災害について講演され

ました。一方、著者も、これまで国際会議や講演あるいは授業

のため、数回のカザフスタン訪問をさせていただいています。 
 写真-4,5は、2003年にアスカルが所属するアスタナ市（現首
都）にある国立ユーラシア大学での講演の時の写真です。講演

の内容は日本の橋梁技術に関することで、八戸工業大学の研究

室で行っていた超長大橋や複合構造（鋼材とコンクリートの長

所を融合させた構造）に関する研究成果も含めてお話しさせて

いただきました。講演前後の交流も含め、本当に楽しく忘れら

れない時間です。 
現在は、国立ユーラシア大学の客員教授として、大学院博士

課程の授業や研究指導に参画させていただいており、最近では

2012年、2014年に訪問し、2週間の授業と研究指導を行って
きました（写真-6,7）。この交流から八戸工業大学で研究を行い
たいという学生の希望があり、2009年そして 2014年に、それ
ぞれ 1名の客員研究員を受け入れました。最初の客員研究員デ
ィナさんは、すでに

PhD（学術博士）を取
得しアスタナ市内の

大規模建設プロジェ

クトで活躍中です。

2014 年に来られたバ
ルジャンさんは、帰国

し研究員兼博士の学

生に戻っています。八

戸工業大学とカザフ

スタンとの交流が続

 
写真-4 2003 大学講堂で講演。熱
心に聞いてくれた。 

 
写真-5 2003 国立ユーラシア大学
にて講演後、学生たちと 

 
写真-3  
2009国立ユーラシア大学 

 

写真-6 2014 大学院生への授業
（研究室で） 
 

 

写真-7 2014大学院生への授業（実
験室で） 

シリーズ　世界の都市（9）
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いてくれることを願っています。 
 授業を受けている学生たちは、優秀な成果を上げているた

め、国から学費、生活費の支援を受けています。もちろん日

本の院生に用意されている TA（ティーチングアシスタント）
や、学部の演習を担当して経済的支援を受けている場合もあ

ります。また、修士課程、博士課程で行われている海外研修

（修士は短期、博士は 3ヶ月が基本）も全て大学がサポート
しています。受講者には、大学教員や主婦の方が混じってい

ることもありました。そのため、育児で欠席ということも。

みんな、熱心に聞いてくれました。語学についていうと、普

段はカザフ語、授業や仕事でロシア語、そして英語（中には

ドイツ語）を学習しています。英語が得意の学生も苦手な学

生もいます。それでも、みんな熱心でした。ネットを使うと、

Google 翻訳などで日本語の論文も紹介できるようになって
便利になってきています。でも、伝える方も教わる方も語学

は重要であることを感じています。2014年の訪問時には、ア
スタナにある日本大使館を訪ね蒲原大使とカザフスタンと日

本の文化交流について意見交換する機会がありました(写真-
8)。地方都市の大学が続けてきた交流を紹介してきました。 
 
4. アスタナ 
 アスタナは、1998年からカザフスタン共和国の首都となっています。南部に位置する 1997年までの
アルマティからの遷都で、国全体の中心に近い、災害が少ないなどが理由のようです。国際コンペで優

勝した黒川紀章のマスタープランで整備されている都市で、いまも都市の整備が続いており、訪問のた

びに都市の姿が変わっているように感じます（写真-9～12）。人口は 84万人（日本大使館HP）。 
 市内中心部にアスタナのシンボル、バイテレックがあります。105m の高さで、エレベータで上がる
と市街地と周辺を 360度見渡せます。あまり高くない塔であるにもかかわらず、壮大な景色を堪能でき、
広い平地に都市ができていることがわかります。中心街には、ビジネス街、公園、ショッピングセンタ

ー等が整備され、その周辺に中層のアパートがあります。ほとんどの市民は、この中層や最近では高層

のアパートに住んでおり、一戸建ち住宅は限られた人たちの住宅となっています。広い車道と広い歩道

 
写真-8 2014 日本大使館にて。左か
ら、アスカル、蒲原大使、著者。背面

に日本国旗（隠れている） 

 
写真-9 2014 アスタナ、バイテレッ
ク 105m 

 

写真-10 2014アスタナ、ビジネ
ス街 

 

写真-11 2014アスタナ、イシム
川、周辺に散策路 

 
写真-12 2014アスタナ、ショッ
ピングモール 
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が整備されていますが、朝夕には車の渋滞が見られます。大都

市には欠かせない河川公園が市内中心部を流れるイシム川周

辺に広がり、遊歩道が整備されています。川にはボートもみる

ことができ、遊歩道では散策する人がいます。 
 郊外にでると、きれいな森や湖をみることができます（写真

-13）。2003年、アスカルの車で連れて行ってもらい、湖畔のホ
テルに泊まって、周辺の山に登ったりして楽しませてもらいま

した。アスタナから少し離れていることから、ポピュラーな場

所ではないかもしれませんが、将来は観光名所になるように感

じました。 
アスタナでは、2017年 6月から「Energy of the Future」を

テーマに環境を中心とした世界博覧会が開催されます。中央ア

ジアでは初めての世界博覧会で、いま、ホテルの建設や鉄道整

備など、その準備に忙しいようです。 
大陸の中央にあるためか、アスタナの最高、最低気温は 41.6

度、-51.6度とネットに書かれています。2009年 12月下旬に
訪問したときには、テレビの天気予報に最低気温が-22度と表
示され、びっくりしたことを覚えています。冬にでかける時は

それなりの服装を用意していく必要があります。 
 多くの市民がイスラム教であることから、市内には大きなモ

スクがあり、中は荘厳な空間となっています。もちろんロシア

正教の協会もあります。 
 2014 年に、アスタナで 2 週間授業をしたときの日曜日、学
生が連れて行ってくれた場所は、市内から車で 1 時間程度の
ALZHIR（アルジール）と呼ばれる強制収容所跡地にある博物
館でした。女子の収容所だったところで、日本人も含まれてい

たとの説明を聞きました。新しい都市を建設しながらも、悲し

い歴史を忘れない努力を感じました。 
 
5. アルマティ 
 カザフスタンで最も大きな都市（人口 147 万人）で、1991
年のカザフスタンの独立から 1997年まで首都だった風光明媚
な都市。平地に広がるアスタナと異なって、天山山脈の麓に位

置し、傾斜地の土地に市街地ができています。別名「リンゴの

都市」ともいわれます。気温はアスタナよりは少し暖かい感じ。

緑が多いことが特徴と言えます。 
 市街地は高層ビルと広い道路で整備されています。中心部

は、大きな道路が碁盤の目のように縦横に通っていて、その中

心部に公園が整備されています。公園には、第 2次世界大戦の
激戦地で貢献した 28 人の戦士の大きなモニュメント（写真-

 
写真-16 2004アルマティ市内 

 

写真-13 2003アスタナ郊外 

 
写真-14 2009 年 12 月下旬アスタ
ナ、雪は少ないが気温は-20～-30度 

 
写真-15 2014アスタナ、イスラム
モスク 
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17）が置かれており、その手前に火がたかれています。結
婚するカップルがこの前で記念写真を撮る姿を見たことが

あります。日本とは異なる文化のように感じながら、大切

なことをしているように感じました。 
市内の展望台「コクトベ」（写真-20）に登ると、市街地

を見下ろすことができます。写真-20は 2000年の時です。
背後にケーブルカーが見えます。車でもあがれます。周辺

にリンゴの木をみることができますが、こちらのリンゴは

青森のリンゴとは形も味もずいぶん違います。申し訳ない

けれど、あおもりのリンゴがどちらも勝っています。山頂

の木の枝に結んであるものを見つけました。聞くとおみく

じを木に巻き付けて願い事をする日本の神社で行われてい

ることとよく似ていました。 
郊外に行くと風光明媚な景色をみることができます。特に、山頂に雪を抱いた景観はすばらしいもの

があります。その途中に、2011年アジア冬季競技大会の会場となったスキー場（写真-21）とスケート
場（写真-22）があります。アスタナとともに会場となり、日本選手も活躍しました。現在、2022年冬
季オリンピック開催都市に立候補中で、北京と争っています。この原稿が印刷されているときには決定

しているかもしれません。 
このメデウのスケート場の上にあるアースダム（写真-23）は、アルマティの泥流災害防止のために建

設されたものです。ここアルマティは、地震と泥流の災害でたびたび被災しています。災害の多いこと

 

写真-18 2004 アルマティ郊
外。雪に覆われた美しい景観 

 
写真-19 2000アルマテ
ィ、ロシア正教教会 

 
写真-21 2000 アルマティ、チ
ェンブラック スキー場、2011
年アジア冬季競技大会会場 

 
写真-23 2000 泥流防止のア
ースダム。ダム天端高は海抜

1900m 

 
写真-20 2000アルマティ、コクトベ 
標高約 1000m。市内を一望できる。 

 
写真-17 2004アルマティ 
パンフィロフ将軍率いる 28戦士記念碑 
第 2次世界大戦時、ソ連防衛で活躍 
新婚夫婦が記念写真を撮る時も 

 
写真-22 2000アルマティ、
世界で最も高いメデウスケ

ート場、海抜 1700m 
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が、アルマティからアスタナに首都を移動する要因の一つとなっています。観光から考えると、災害が

多いアルマティの方が景観の優れた山や湖をみることができます。自然災害とは、そういう恵みを与え

てくれるのかもしれません。また、旧首都であるだけに、歴史的な建造物にも出会えることが多く感じ

られます。 
 
6. 食事や生活 
 珍しい飲み物に、らくだや馬のミルクがあります。らくだのミルクは少し酸っぱい感じがしますが、

強いウォッカの前にはいいらしいとのことです。別にお酒を

飲む人が飲む飲み物ではなく、普通にスーパーで売っていま

す。馬肉のソーセージは、なかなかおいしかったです。スー

パーでは、キャビアも売っていますが、こちらは生産地と言

っても高いです。カスピ海があるのでキャビアも主要な輸出

品となっています。お土産にキャビアを買ったときには、輸

出に関する書類を書いた記憶があります。ちなみに、カスピ

海はカザフスタンだけではなく、ロシアやトルクメニスタン

などの領土でもあるため、どこの国のキャビアがおいしいか

競争のようです。 
 2000 年に訪問したときには、カザフスタン産のコニャッ
クやウォッカを飲む機会が多かったのですが、最近はビール

やワインが多いようです。ワインでは、特に近隣国のジョー

ジア産の赤ワインがまろやかな味とコクがあっておいしい

と飲ませてもらいました。イスラムではお酒を飲まないとこ

ろもあるようですが、ここカザフスタンでは日本と同じよう

で、お酒を飲まない夕食会はなかったように思います。ただ、

豚肉はイスラムの人は大概食べません。アルマティの市場で

は、豚肉は奥の見えないところで売られていました。市内に

はイスラムの大きなモスクがあり、多くの市民がイスラムで

あっても、服装は私たちと同じだし、特に祈りを捧げるシー

ンは見たことがありませんでした。 
 アルマティに行ったとき、数学の先生の自宅に伺ったこと

があります。二階建ての一戸建て住宅でした。日本のような

はっきりした玄関はないのですが、入り口でスリッパに履き

替えて居間に通されました。部屋の隅に布団が置かれていた

ので、眠るときはどうするのかと聞くと、布団を敷くと言っ

ていました。その後、床にあぐらをかいて座る、目上の人の

前では膝を折るなど、話をしている中で日本の生活と共通し

ていることを感じました。床は畳ではなくマットですが。で

も、アスタナの学生たちや泊まったホテルはみなベッドにな

っていますし、我が家を見ても、「畳に布団」の生活は限定的

で、このような伝統的文化は次々と変わっていくことを感じ

 
写真-24 2003、アスタナで、伝統料
理、「ベシュバルマク」肉とすいとん生

地の料理 
主賓から食べる 

 
写真-25 2004アルマティ、国立民族
楽器博物館。世界の弦楽器の展示が興

味深い。演奏してくれた博物館職員と 

 

写真-26 2014 カザフスタンの民族
楽器ドンブラ。愛好会の学生たち 
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ます。 
 アルマティ市内の中心部に国立民族楽器博物館があります。欧米のギターやバイオリンと、中国や日

本の胡弓、琴あるいは三味線のような世界の弦楽器を展示し、その文化の交流を教えてくれます（写真

-25）。異なるものと共通なものを展示しながら世界の文化の交流の歴史を知ることができます。ドンブ
ラは、カザフスタンの弦楽器です。アスタナの大学構内で学生たちが歌う、草原ののどかな生活や、人

を想う歌を聞きました。（写真-26） 
 
7. おわりに 

 これまでのカザフスタンとの交流と、訪問した主な都市周

辺の観光に関わるお話を書かせていただきました。カザフス

タンは石油やウランなどの鉱物資源に恵まれている豊かな

国です。場所は中央アジアと良く紹介されますが、実際には

日本から見ると欧州に近い位置にあります。この位置です

と、欧州やアジア諸国への訪問にも便利な場所といえます

し、古くから欧州とアジアの交流が盛んに行われていたので

はないかと想像できます。 
 カザフスタンでは親日感を感じることが多くありました。

カザフスタンに収容された第2次世界大戦後の日本人抑留者
が作った劇場や水道施設（写真-27）を使っていました（2004
年当時）。そして、その技術の高さと耐久性に評価する声を聞

くことがありました。アスタナの都市計画が、黒川紀章のマスタープランで整備が進められていること、

アスタナ空港をはじめ多くのインフラが日本の JICAによって支援を受けていたことも親日感情に影響
していると思います。 
カザフスタンに行くには、いまのところビザが必要です。ただし、2000年頃は 5000円位費用がかか

っていましたが、いまは無料（旅行会社を通すと手数料がとられる。）になっています。飛行機は、あい

にく日本からは直行便がありません。ソウル（仁川）を経由してアルマティに入る方法、アブダビィを

経由してアスタナに入る方法、北京を経由する方法などがあります。この原稿が出版されているときに

は、もしかしたら日本から直行便が動いているかもしれませんが。 
言い忘れましたが、カザフスタンにはカスピ海はあるものの、本当の意味での「海」はありません。

私のところで研究活動を行ったバルジャンが、最も記憶に残った場所は「美しい種差海岸」と帰国時に

話してくれました。海はありませんが、私に多くの楽しく有意義な時間を与えてくれた国です。異なる

自然や文化が魅力的になっています。この原稿が、カザフスタンに関心を持っていただき、おでかけに

なるきっかけになっていただければ幸いです。 
最後に、カザフスタンとの交流でお世話になったカザフスタンそして日本のみなさんに感謝を申し上

げます。 
 
参考資料 

在カザフスタン共和国 日本大使館ホームページ：http://www.kz.emb-japan.go.jp/jp/ 
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RESEARCH ON THE REGIONAL BRAND OF THE RIVER LANDSCAPE OF THE KITAKAMI 
RIVER AT MORIOKA CITY OF IWATE PREFECTURE THROUGH THE TOURIST RAFTING 

(THE SECOND REPORT) 
Akira ANDO and Fusanobu HARADA 

  In this paper we deal with the regional brand of the river landscape of the Kitakami iver at Morioka ity of 
Iwate refecture through the tourist rafting in relation to the course establishment and the course evaluation of 
tourist rafting of the Kitakami iver and to the landscape structure of the Kitakami iver  and to satisfaction 
our appetite and to refreshment and to an adventurous spirit  and to the hot springs near by  In the result  an 
useful information for the regional brand of the river landscape of the Kitakami River is being offered
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レンタル観光自転車の上信電鉄への導入と体験型

地域学修授業の試行 
 

竹上 健1・入江 由香子2 
 

1正会員 博士（工学）教授 高崎商科大学商学部（〒370-1214 群馬県高崎市根小屋741） 
E-mail: takegami@uv.tuc.ac.jp 

2非会員 特任准教授 高崎商科大学短期大学部（〒370-1214 群馬県高崎市根小屋741） 
E-mail: y-irie@uv.tuc.ac.jp 

 

 

近年，自転車を活用した体験型観光が注目されている．筆者らは，文部科学省の平成 25年度「地（知）の拠点整備
事業 1)」の一環として，群馬県のローカル鉄道「上信電鉄」にレンタル観光自転車の導入 2)を行った．上信電鉄はその

沿線に世界遺産に認定された富岡製糸場をはじめとする観光スポットを持っていることから，上信電鉄を利用する観

光客に駅から目的地までの移動の足を提供することで，同電鉄のイメージアップや観光まちづくり支援および地域の

コミュニケーション向上につなげようとするものである．レンタル観光自転車の導入により，大学の地域貢献の事例

を増やすことができただけでなく，在学生の地域学修・体験型教育にも活用し，地域理解を深めることにも一定の成

果を挙げることができた．本稿では，上信電鉄レンタル観光自転車の導入についての概要とその利用状況を述べると

ともに，この自転車を活用した地域学修・体験型教育への試行とその成果について論じる． 
 

     Key Words : 地（知）の拠点整備事業,上信電鉄,レンタル観光自転車, 地域学修, 体験型教育 
 

１．はじめに 
 
自転車は，免許が不要で初期導入・維持管理の費

用も比較的安価であって，地球環境に親和した交通

手段である．しかも健康の維持増進のための運動と

しても役立つ．さらに自転車で巡る観光は，自動車

の移動速度では見過ごしてしまう地域の史跡や情緒

ある風景などを再発見することができ，地域の理解

を深める体験型観光の手段として適している． 
図-1に上信電鉄沿線図を示す．高崎商科大学（以

下TUC）は，高崎から富岡を経由して下仁田に至る
ローカル鉄道「上信電鉄」の沿線にある山名・根小

屋地区に立地している．上信電鉄は，明治30(1897)
年に運行が開始された歴史ある鉄道であり，地域住

民の通勤通学，買い物の足として，長らく利用され

ているが，昭和50年の647.5万人/年をピークとして
利用者数は減少の一途にある．平成22年の利用実績
は，220.6万人/年であり，ピーク時の約1/3にまで落
ち込んでいる3)．一方，上信電鉄の沿線には，わが

国の近代工業の先駆けとして明治5(1872)年に設立創
業された「富岡製糸場」があり，平成26(2014)年6月
には世界遺産に認定された．これを契機にして国民

の関心も高まり，多くの観光客が訪れるようになっ

てきた．しかしながら，これらの観光客は観光バス

や自家用車での訪問が大多数を占め，上信電鉄の利

用客が大幅に増加するには至っていない． 
このような経緯をふまえ，筆者らは，上信電鉄沿

線に点在する富岡製糸場をはじめとした観光スポッ

トを自転車で巡る体験型の旅を観光客に提供するた

め，上信電鉄の「サイクルトレイン」の制度を活用

し，「レンタル観光自転車」の導入を提案した．こ

の上信電鉄レンタル観光自転車は，TUCが文部科学
省の「地（知）の拠点整備事業」に採択されたこと

を受け，その事業の一環として平成26年4月から導
入したものである． 
レンタル観光自転車の利用は，高崎・富岡地区を

訪問する観光客を主要な対象としているが，本研究

では，TUCの在学生に向けての授業の一環として，
このレンタル観光自転車を体験型地域学修の中に組

込む試行教育を行った．これは，意外にも大学周辺

の地域を知らない学生たちに，文化・歴史を再発見

させる契機を与えることにもつながった．このよう

 
図-1 上信電鉄沿線図 



 

－2－ 

な，ローカル鉄道とレンタル観光自転車を組み合わ

せて沿線観光に活用する企画は，従来の「点」とし

ての観光を「線」や「面」としての観光に変化させ

られる可能性があり，これまで観光スポットにすら

なりえなかった地域を活性化したり，観光のみなら

ず教育や健康づくりにも活動が拡大していく可能性

を含んでいる． 
本研究では，上信電鉄レンタル観光自転車の導入

や利用状況を分析するとともに，それを活用した地

域学修・体験型教育への取組みを試行することで，

ローカル鉄道とレンタル観光自転車を通した観光ま

ちづくりの一つの方法として提言することを目的と

している． 
 
２．「地（知）の拠点整備事業」とは 
 

(1) 事業の目的 

「地（知）の拠点整備事業」とは，平成25年度か
ら文部科学省が実施した支援事業で，自治体と連携

して全学的に地域を志向した教育・研究・地域貢献

を進める大学等を支援し，地域コミュニティの中核

的存在としての大学の機能強化を図ることを目的と

したものである1)． 
この事業では，学内組織が連携し「地域のための

大学」として全学的に地域再生・活性化に取り組み，

教育カリキュラム・教育組織の改革につなげていく

ことが要求される．また，取り組みには，地域の課

題（ニーズ）と大学の資源（シーズ）の効果的なマ

ッチングによる地域の課題解決，更に，自治体と大

学が早い段階から協働して課題を共有し，それを踏

まえた地域振興策の立案・実施までを視野に入れて

進めることも求められる． 
これらの改革により，学生が大学での学びを通し

て地域の課題等の認識を深め，解決に向けて主体的

に行動できる学生を育成するとともに，大学のガバ

ナンス改革や各大学の強みを活かした大学の機能別

分化を推進し，地域再生・活性化の拠点となる大学

を形成していくというものである． 
 
(2) TUCのこれまでの主な地学連携活動 

表-1にこれまでの主な地学連携活動を示す．これ

らはTUCがこれまでに行ってきた地学連携活動の中
から代表的な9つの事例を示したものである．長年
に渡るこれらの実績に基づいて「地（知）の拠点整

備事業」に採択されたものと考えており，今後も引

き続いて地域との連携活動を実践していく方針が出

されている． 
 

(3) TUCの地域志向 

TUCは群馬県高崎市に位置した1学部1学科（商学
部商学科）で構成される収容定員800名の小規模校
であり，地元群馬県からの入学生が70%を超える地
域に根ざした大学である．開学以来，地域の住民や

市民のよい暮らしづくり・まちづくりの一環として

大学づくりに取り組み，同時に，地域からも支援・

協力を受けてきている．高崎商科大学「国際・地域

交流センター」を中心に，社会人を対象とした公開

講座の実施や教養関係等の公開講座の他，上信電

鉄・地域団体・高崎市・富岡市・地元企業・市民団

体・近隣小中学校等とこれまで様々な地域志向の活

動を実施してきている．TUCは，小規模校の強みを
活かし，学習支援から学生生活・就職支援まで，学

生一人ひとりに対しきめ細かく対応することにより

「面倒見の良い，学生主役の大学」として，地元で

信頼される「地域密着型の大学」を目指している． 
TUCの教育理念には，理論と実践を教育や研究に

融合させることが含まれており，学生や教員の学

習・研究と自治体の課題をつなぎ，解決に結び付け

る仕組みづくりを目指している．そして，大学の教

育と研究という基本的使命と一貫性を保ちつつ，経

済的開発を促進し，上信電鉄，高崎市，富岡市を核

とする上信電鉄沿線市町村の活性化に取り組んで行

く．また，同時に地域の課題に取り組む問題解決型

の学習方法を推進する．さらに教育プログラムと教

員・学生・職員等が行う地域貢献活動との関連を明

確にし，強固にすることを目指す． 
TUCが目指している「地域志向」の具体的項目は，

①大学の知を地域へ提供，②地域の知を大学で活用，

③地域の知を大学経由で地域に還元・活用，④地域

課題を解決できる中核的人材の育成・輩出，⑤地域

と協働した教育・研究の推進，である．大学の改革

 表-1 これまでの主な地学連携活動 

 事例 連携した自治体・団体等 

1 
「“走る”地域再生シンポ
ジウム―上信電鉄沿線
の未来を考える―」 

上信電鉄(株)・上信電鉄沿線
市町村連絡協議会・上信電鉄
(株)労組・地域団体等 

2 
「世界遺産学習―富岡
製糸場の世界遺産登録
運動を推進する―」 

富岡市 

3 
「下仁田地域の魅力を
探る―歴史・文化・名品
の旅―」 

下仁田町 

4 
「デキで行く！！新・富
岡市と富岡製糸場」 

富岡市のまちづくり団体「げん
き塾」 

5 
「ラッピング電車“銀河鉄
道９９９号”の運行協力」 

上信電鉄(株)・上信電鉄沿線
市町村連絡協議会・(社)高崎
青年会議所・(社)富岡青年会
議所・零時社・デキを愛する
会・(社)日本民営鉄道協会 

6 
「石碑の路（いしぶみの
みち）再生プロジェクト」
「中山道七宿めぐり」 

高崎市観光課・同市教育委員
会文化財保護課・信澤工業株
式会社・高崎里山の会 

7 

「富岡まちなか手づくり
市」「まちなか案内人育
成講座」「観光客対象ア
ンケート調査」 

富岡市まちづくり課 

8 

「小・中学校への学習・
部活動・文化祭支援」
「南八幡ふるさと検定」
「上野三碑紙芝居」 

高崎市立城山小学校・高崎市
立南八幡小学校・高崎市立南
八幡中学校 

9 
「連続講座“富岡学”開
講」「富岡製糸場検定
(仮)“初級”実施協議」 

富岡製糸場総合研究センタ
ー，富岡商工会議所，富岡製
糸場を愛する会 
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を積極的に推進するために，行政や地域とのパート

ナーシップ関係を一層強化することが重要だと考え

られる．なお，これらの項目の実現を目指して，平

成26年度より「国際・地域交流センター」と「ネッ
トビジネス研究所」を合併させて，新たに「コミュ

ニティ・パートナーシップ・センター（CPC）」を
設立している． 
 
(4) 地域志向教育研究費 

「地（知）の拠点整備事業」に採択されたことか

ら，新たに「地域志向研究費制度」が設けられた．

表-2に地域志向教育研究費の概要を示している．地

域志向教育研究費は，TUCが地域を志向する大学と
して，取組みを推進するための教育・研究等に必要

な経費として，各教員の地域志向を踏まえた教育・

研究及び社会貢献活動を改善，進展させ，地域再

生・活性化の拠点となる大学の形成に資することを

目的としている．  
 
３．自転車による観光まちづくり支援 
 
(1) 車と比較した自転車のメリット 

 車と比較した場合の自転車のメリットは，なんと

言っても費用の安さである．燃料費等を必要とせず

税金もかからない．2年ごとの車検費用も要求され
ず，車庫証明等のような留め置くための費用もかか

らない．費用の点だけなく，ある程度までなら荷物

の運搬も可能であり，さらに健康増進にも役立ち，

排ガスを出さないため空気を汚すこともない． 
自転車の活用が想定されるケースとしては，①通

勤②通学③買物④健康管理・健康増進⑤交通費の節

約⑥余暇での活用⑦運搬⑧都市の環境保全⑨移動手

段⑩子育て支援，等が考えられる．観光の支援は⑨

の移動手段としての活用となる．自転車は公共交通

の本数が少なかったりあるいは存在しない地域や一

定範囲の連続の移動にも向いている．走行空間や駐

輪スペースは最小限で済むので，特段の自転車道が

整備されていなくても，その安全性や快適性が保持

されるように配慮しながら活用することで，時間を

気にせず自由に機動的に移動できるというメリット

を有している． 
まちづくり・地域活性化の手段として，具体的に

観光支援として自転車を活用しようとした場合には

それなりの条件整備，環境整備が必要となる．例え

ばレンタサイクルが用意されていても，手軽に利用

できる状況でなければ，人々は利用を躊躇する．具

体的には，利用する場合にはあらかじめ身分証明書

のコピーを提出して予約をしていなければならない

等，手続きが極めて煩雑であったり，高額な利用料

を要求されたり，あるいは一度の利用時間が極めて

短かったりする場合等である．また，観光目的の利

用者は地域外の人である可能性が高く，わかりやす

い観光ルートの地図を用意すべきであり，自転車と

いうハードの提供だけでなく，有効利用のための情

報というソフトの提供も必要となる． 

 
(2) レンタル自転車システムの先行事例 

「レンタル自転車システム」を導入しての地域活

性化の動きは日本のいたるところで行われている． 
東京都江東区は平成24年11月21日から，NTTドコ

モと共同で自転車の共同利用サービス「コミュニテ

ィサイクルサービス」の実証試験を開始している4)．

コミュニティサイクルは自転車を使いたい時に借り

て返却できるサービスで，豊洲，東雲，有明，台場

等臨海部での実証実験である．利用には，まず携帯

電話やスマートフォン（高機能携帯電話，以下スマ

ホ）等から会員登録し，おサイフケータイ機能が付

いた携帯電話やスマホ等を使い，貸出し返却する仕

組みとなっている．当初150台，11カ所の施設でス
タートし，早期に300台，20カ所に拡充する計画と
のことである．借りた駐輪施設とは異なる施設で返

却できる．利用に際しては1時間100円からの料金を
支払わなくてはならない． 
茨城県つくば市は，平成25年2月1日から自転車を

共同利用するサイクルシェアリングの実証実験を行

っている5)．市民の健康増進や低炭素社会への貢献

を目指しての「自転車のまちづくり」を進めている

もので，実験では，30台の自転車を用意し，つくば
エクスプレス研究学園駅，市役所，イーアスつくば，

研究学園C街区，西部工業団地の5カ所にサイクルポ
ート（駐輪場）を設置し，ポート間で自転車の貸出

し・返却ができる．システムには，携帯電話等の端

末を利用した無人管理システムを導入しているとの

ことであるが，利用には，専用ウェブサイトから名

前やメールアドレス等の登録が必要となる．自転車

を借りる際には，自転車後部の2次元バーコード
（QRコード）を読み込んでメールを送信し，表示
された番号で自転車のカギを開けて利用する．返却

の際には同様に携帯端末からの送信で手続きする必

要がある． 
以上の二例では，システムの利用には携帯電話や

スマホが必須となり，手間と携帯電話等の操作に関

する知識と技術が要求される．このことから，サイ

クル利用は日ごろから携帯電話によるおサイフケー

タイ機能を活用したり，メールの送受信に慣れてい

る人に限定される懸念がある．また，利用料を要求

されれば「気軽に利用」とはいかなくなる可能性が

高い．つくば市の場合は利用は無料であるが，1回
の貸出しにつき利用時間は2時間ということから観

 表-2 地域志向教育研究費の概要 

対象者 高崎商科大学専任教員 

交付限度額 １００万円 

研究期間 
当該年度１年間 
（継続研究は２年を限度） 

対象となる研究 
(1) 地域を志向した教育への改善が期待できるもの 
(2) 地域の観光まちづくりに関するもの 
(3) 地域の課題に関するもの 
(4) 社会貢献活動に関するもの 
(5) その他，地域志向への進展が期待できる教育・研究等 
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光やレクレーションへの活用は難しい． 
これに対し，高崎市の中心商店街を訪れた人に無

料で自転車を貸出し，買い物の足として利用しても

らう「高崎まちなかコミュニティサイクル（通称：

高チャリ）」事業が平成25年4月27日にスタートし
ている6)．高チャリは，JR高崎駅西口から市役所，
中央図書館を結ぶ「シンフォニーロード」や，高崎

タカシマヤからスズラン高崎店を結ぶ「慈光・大手

前通り」等12カ所のポイントにサイクルポートを整
備して，計100台（平成26年度に50台が追加されて
いる）の自転車を5～15台ずつ振り分けて配置され
ている．図-2に「通称：高チャリ」の自転車を示し

ている．自転車は身長140センチ以上あれば乗れる
一般的な26インチ型シティサイクルで，車体には高
チャリ自転車の特徴である赤い水玉模様のシールが

貼り付けられている．図-3に高チャリの100円デポ
ジット器具を示している．ハンドル部分に自転車ラ

ックとつなぐ専用のワイヤ鍵が取り付けられており，

100円硬貨を挿入すると連結部がはずれ，自転車を
ポートに返却してラックにつなぐと100円が戻るデ
ポジット方式が採用されている．高チャリは個人情

報の事前登録や身分証明書を提示する必要がなく，

午前9時から午後10時までの間なら，誰でも自由に
利用できる．借り出したポートとは別のポートに返

却することも可能で，1回あたりの利用時間の制限
も設けていない． 
 
４．導入した上信電鉄レンタル観光自転車 
 
(1) 上信電鉄のサイクルトレイン制度 

 「サイクルトレイン」とは自転車を鉄道車両内に，

解体せずに持ち込むことができるサービス，あるい

はその車両をいう7)．解体して専用の袋に詰めて持

ち込む場合は「輪行」と呼ばれるが，自転車を解体

することなく列車内に持ち込むことができるため，

解体が不可能なシティサイクル等でも持ち込むこと

が可能である．出発地から最寄りの駅まで自転車で

移動し，その自転車を持ち込んで列車に乗車し，目

的地の近くの駅で下車してすぐに自転車で移動する

ことができる．電車で出かけた先で手軽に「足」と

して活用できるため，広範囲を効率的に行動するこ

とが可能となる．サイクルトレインは，実施日・実

施時間が土日祝日等の利用客の少ない日や平日の昼

間の時間帯に限定されている場合が多い．また実施

している路線であっても，列車運行の条件等により

一部の駅では利用できない場合もある．運賃とは別

に持ち込み料を収受する事業者と，持ち込み料を収

受しない事業者とがある．また，事前申し込みが必

要な場合もあるため，事前に確認が必要である． 
 上信電鉄にも土・休日に加え平日もご利用できる

サイクルトレインが運行されている8)．土日・休日

の場合は午前4列車，午後1列車の計5列車が対象と
なっているが，平日の場合は9時台から14時台にか
けての9列車が対象となっている．持ち込み料金は
無料で，一人に付き1台の自転車を持ち込むことが

できる．列車はワンマンで運行されている関係で，

利用できる駅は駅員のいる「上信高崎」「吉井」

「上州福島」「上州富岡」「下仁田」の5駅に限定
されており，利用に際しては，前もって上信電鉄の

問い合わせ先まで連絡が必要となっている．なお，

上信高崎駅では改札とは違う場所から入ることにな

るので，駅員にホームまで案内してもらう必要があ

る．また，自転車は2両ある車両の後ろ側の車両に
乗せることになっているが，自転車を固定する専用

の場所や金具等は設けられていないので，自転車が

倒れないように利用者がしっかりと手で支える必要

がある．サイクルトレインのサービス以外に，「吉

井」「上州福島」「東富岡」「上州富岡」「上州一

ノ宮」「下仁田」の6駅には，無料の貸自転車も用
意されている．駅員不在日及び不在時間帯があるた

め，一部の駅では利用できない場合があるので利用

を考える場合には駅員のいる曜日時間帯を確認して

おく必要がある． 
 
(2) レンタル観光自転車の提案 

筆者らは，前述した高崎市中心部で運用されてい

る「高チャリ」が地域の活性化に一定の成果を挙げ

ていることと，すでにサイクルトレイン制度がある

ことに着目して，上信電鉄にレンタル観光自転車の

導入を提案した．高チャリの利用は高崎市中心部に

限定されており，サイクルトレインと組合わせるこ

とはできない．観光客への便宜を図るために，始発

駅の高崎駅に無料のレンタル観光自転車を配備して

希望する利用客に貸し出し，サイクルトレインを活

用して目的の駅まで運んで利用してもらうものであ

る．導入に伴う費用は，TUCの「地域志向教育研究
費」を活用することとし，電鉄からの持ち出しは最

小限度とした．もともとあった制度の活用であり，

乗客へのサービス向上へつながる企画であるため，

提案は快く受け入れられた． 
サイクルトレインの制度を活用する場合，利用者

は上信電鉄にあらかじめ連絡しておき，当日は駅員

の案内に従って改札とは別のルートで自転車を搬入

しなければならないことから，駅員には過負担とな

り，利用客には不便が生じる．レンタル観光自転車

は改札のすぐ横に配備されており，利用手続き後は

そのまま自転車を押して改札を通ることができるた

め，駅員の誘導や利用者の事前の申込みは不要とな

り，双方にメリットがある提案となった． 
 
(3) 上信電鉄レンタル観光自転車の概要 

  
図-2 「通称：高チャリ」   図-3 100円デポジット器具 
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 上信電鉄高崎駅構内に3種類27台の自転車を配備
し，上信高崎駅で貸し出しと返却を行うシステムを

導入した．図-4に導入したレンタル観光自転車を示

す．図-4(a)は26インチシティサイクル型，図-4(b)
は20インチサスペンション付，図-4(c)は26インチサ
スペンション付自転車を示している．電車内に持ち

込む際のことを考えると20インチサイズのものが扱
いやすいのではないかと考えられるが，少し長めの

距離の走行を考えた場合には26インチサイズのもの
が向いているように思われる．また，図-4(c)の自転
車の台数が少ないのはこの機種が生産中止となった

ため5台しか手に入らなかったためで，その分，図-

4(a)の機種の台数が増えている． 
観光自転車としてより多くの人に利用してもらえ

るように自転車の車種を選定する必要があることか

ら．以下の条件に基づいて貸し出す観光自転車を選

定した． 
①扱いやすく乗りやすい形状のもので，観光利用の

雰囲気があり，「6段程度の変速機」「前かご」
「泥よけ」「ライト」「鍵」がついている自転車

を選定する． 
②自転車に取付ける表示プレートは大げさにならな

いものにする． 
③幅広く貸し出し対応できるように，自転車は3車
種程度を準備する． 

④購入費を抑えるために，購入はインターネットの

活用を前提とする． 
⑤安全面への配慮として，インターネットでの購入

時の整備や定期点検等を自転車組合高崎支部の方

に依頼するとともに，TS保険9)に加入する． 
ここで，TS保険とは自転車安全整備士による点検，

整備を受けた安全な普通自転車であることを示すTS
マークに付帯した保険のことであり，自転車に搭乗

している人自身の事故傷害補償と，自転車搭乗者が

第三者に障害等を負わせた際の賠償責任補償に対応

した保険である．貸し出しを行う上で不可欠の保険

と判断している． 
図-5に上信電鉄レンタル観光自転車の新聞報道を

示す．貸出しは平成26年4月29日から開始した．上
信電鉄との準備の都合もあったが，富岡製糸場の世

界遺産認定が期待されている時期であり，5月のゴ
ールデンウィークを意識したものである．レンタル

観光自転車は上信電鉄のサイクルトレイン制度を利

用したものであるが，自転車が改札横に配置されて

いる関係で，事前の連絡は不要であり，改札を通っ

て列車へ持ち込むことが可能となっている．利用は

常に駅員のいる「上信高崎」「吉井」「上州福島」

「上州富岡」「下仁田」の5駅に限定されているが，
乗降はこれらの駅を任意に組合せることができる．

上信電鉄レンタル観光自転車の貸出し概要は以下の

とおりである． 
①利用は無料．貸出しと返却は上信高崎駅のみ． 
②利用者自身が貸出簿に氏名・電話番号等を記入． 
③利用者は，自転車を上信電鉄サイクルトレインで

乗降可能な駅まで運んで周辺を自由に観光する． 
④利用はサイクルトレイン運行時間帯となり，当日

返却を基本とする． 
筆者らが導入したレンタル観光自転車は，様々な

地域で展開されている無料のレンタル自転車とは違

い，電車路線とセットになったものである．このた

め，自転車のみの行動範囲と比べ，より広範囲を対

象に行動することが可能であり，行きと帰りで違っ

た駅が利用できることから，沿線の目的地を効率的

に観光できるという特長を有している．さらに，利

用が上信電鉄の乗客に限定されていることから，近

隣の無料レンタル自転車との競合も回避している．

２０１４年（平成２６年）５月３日（土）
上毛新聞朝刊２２面

 
図-5 上信電鉄レンタル観光自転車の新聞報道 

             
(a) 26 インチシティサイクル型(12台)   (b) 20 インチサスペンション付(10台)   (c) 26 インチサスペンション付(5台) 

図-4 導入したレンタル観光自転車 
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利用時には駅改札係員と鍵の受け渡しをすることか

ら，事前連絡や特別な器具なども必要とせず，借用

時に氏名・連絡先を記入するだけの簡素化された貸

出し管理となっている． 
 
(4) 上信電鉄レンタル観光自転車の利用状況 

図-6にレンタル観光自転車の利用状況を示す．こ

れは導入後約5カ月間の利用状況を示したもので，1
カ月あたり約20台の利用があった．また，5月17日
に1日では最大の12台の利用があったが，これはゼ
ミ学生を連れて地域学修に出かけたためであり，新

聞報道直後の5月5日の9台が1日当たりの最大貸出し
数であった．また，5月～7月の3カ月間は順調に利
用があったが，8月では2日間での3台だけであった．
その理由としては，暑さの影響であろうと推定して

いる．図-7に自転車種による利用状況を示す．これ

は9月初旬までの約4カ月間の利用記録から利用車種
が特定できたデータに基づいて，自転車種による利

用状況をまとめたものである．一般的なシティサイ

クル型（利用8台）よりサスペンション付きタイプ
（20インチ利用35台,26インチ利用33台）が約4倍以
上利用されていることが確認できた．また，降りた

駅はほとんどが上州富岡駅であったことから，10月
より上信高崎駅への配備は図-4(b)(c)の15台に変更
し，図-4(a)の26インチシティサイクル型12台は上州
富岡駅に配備して，より効果的に貸し出すこととし

た．図-8に上州富岡駅に配備した自転車の利用状況

(10月)を示している．21日間の利用で延べ126台と上
信高崎駅より貸出し効率が向上した．これは自転車

を駅前駐輪場に配置し，上信電鉄乗車の有無にかか

わらず利用できるようにしたことから，車での観光

客や地元住民の利用が含まれたためと判断される． 
 

５．地域学修・体験型教育への活用 

 

(1) 富岡製糸場近隣地域学修 

a) 自転車による富岡製糸場近隣地域めぐり 

 学生に地域について学修させるには，フィールド

ワークとして実際に地域に出向かせることが一番の

方法と考えられる．今回導入したレンタル観光自転

車を利用して，商学部2年次の必修科目である教養
演習Ⅱ（教養ゼミ，履修生10名）の授業を土曜日に
振り替え，世界遺産登録目前の富岡製糸場をメイン

   

自転車
番号

3 5 12 13 14 16 17 18 21 22 23 24 25 26 27
記入
なし

総計

女 1 4 1 5 3 3 3 1 3 1 1 3 1 1 31
男 1 1 2 3 5 1 4 2 5 6 6 4 6 5 51
計 2 5 1 7 6 8 1 7 1 5 6 7 9 4 7 6 82

自転車
種別計

8 35 33
 

図-6 レンタル観光自転車の利用状況（約 4カ月間）           図-7 自転車種による利用状況（約 4カ月間） 
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図-8 上州富岡駅配備自転車の利用状況（10月） 

 

 
図-9 観光自転車による地域学修を実践したコース 

 

  
(a) 移動中の電車内       (b) 裏側の富岡製糸場 

  
(c) 正門内側に駐輪場     (d) 城下町小幡の楽山園 

図-10 観光自転車による地域学修状況 
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とした地域めぐりに出かけた．図-9に観光自転車に

よる地域学修を実践したコースを示している．コー

スとしては，上信高崎駅⇒上州富岡駅→龍光寺（工

女の墓）→富岡製糸場→小幡（城下町，楽山園）→

こんにゃくパーク→笹森稲荷（古墳）→上州福島駅

⇒上信高崎駅で，走行距離は約10kmであった．午
前9時に集合し午後2時半に解散，大学の授業3コマ
分の活動に相当する． 
 図-10に観光自転車による地域学修状況を示して

いる．図-10(a)はサイクルトレインで移動中の電車
内の状況，図-10(b)は富岡製糸場を裏側から見学し
た様子，図-10(c)は富岡製糸場の正門内側に駐輪し
た様子，図-10(d)は城下町小幡の楽山園の門の前で
の様子の写真を示している．製糸場にはすでに出か

けたことのある学生もいたが，今回が初めてという

学生も多く，みんな興味を持って見学していたが，

城下町小幡ではまったく興味がない様子であった． 
b) 観光マップ作成等の課題作成 

教養演習Ⅱの履修学生は情報系のコースに所属し

ており，PCの基本操作は理解していることから，今
回自転車で周った地域について，写真や略図を織り

込んだ「観光マップ」を作成する課題を出した．マ

ップはレンタル観光自転車に配備するものとし，は

じめて上信電鉄沿線を訪れた観光客がこの自転車を

利用した際に，わかりやすく活用しやすく配慮して

作成するものとした．課題を作成する際の条件とし

ては，①2人1組でのペアワーク，②講義時間以外で
の作成，③用いるソフトウェアは自由，④観光マッ

プの作成対象範囲は自由，⑤用紙のサイズ・印刷方

向は自由，⑥片面・両面印刷は自由，⑦作成期間は

約1ヶ月，とし，授業では作成できたものを確認す
るだけとした．図-11に学生が作成した自転車によ

る富岡地区近隣の観光マップの一例を示している．

また，図-12には，この観光マップを自転車に取り

付けた際の新聞報道の記事を示している．自分たち

が地域に向けて活動したことが新聞報道となって地

域に発信されることは，学生にとって極めて有意義

な地域体験学修であったと考えている． 
他に，レンタル観光自転車を利用した方々に対し

てのアンケートの作成を指示した．アンケートはA4
版1枚で作成するものとし，質問項目は学生が相談
しながら考えることとした．改善項目の把握に活用

できればと考えている．また，自転車には速度等が

測れる器具を追加で取り付けているが，今後，この

器具の「取扱説明書」の作成も課題とする予定であ

る． 
 

(2) フィットネスエクササイズ（体育実技）での取組み 

a) フィットネスエクササイズに観光自転車を導入

した理由 

高崎商科大学短期大学部のフィットネスエクササ

   
(a) 用紙両面に作成したもの（表面）    (b) 用紙両面に作成したもの（裏面）         (c) 用紙片面に作成したもの 

図-11 学生が作成した観光マップの一例 

 
(2014年（平成26年）10月1日朝日新聞群馬版) 

図-12 観光マップ配備の新聞報道 
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イズの授業において，観光自転車を活用した授業を

実践した．表-3に運転免許保有者数ランキングを示

す．これは20歳以上を対象とした値で，直ちに短期
大学部の学生に当てはまるものではないが，100人
あたりの運転免許保有率は群馬県が全国1位となっ
ている．本授業の履修学生は女子13名で，そのうち
11名が運転免許を所持しており，割合は表と一致す
る85％となっている．図-13に履修女子学生13名の
通学や自転車乗車についての状況を示している．

77％（10名）が自動車で通学しているといった状況
で，過去1年間に自転車に乗っていない者が約7割
（9名）であり，週に数回乗るのは3割（4名）に過
ぎなかった．このように，車社会と言われる群馬県

で生活する女子学生に，大学周辺地域を自転車で走

行しながら適度な運動を実行しつつ，地域の良さを

再発見してもらう地域理解の体験学修に意義をおき，

授業内でサイクリングを実践した． 
b) サイクリング実践 

表-4にサイクリング実践スケジュールを示してい

る．表で示すように，午前9時過ぎに活動を開始し，
12時過ぎには終了となるようにスケジュール設定す
ることで，他の授業に影響を与えず2コマ連続の授
業時間内で終了できるように配慮した．サイクリン

グコース設定上のポイントとして，大学に一番近い

自転車乗降可能な吉井駅を基準に行動することを条

件とした．全日程は約3時間の活動となり，そのう
ち約2時間サイクリング活動を行い，走行距離も約
10㎞に設定したことで，スケジュールに無理がなく
活動量も十分に確保できるプログラムとなっている． 
図-14に今回実施したサイクリングの実践コース

の概略を示している．また図-15に今回訪れた吉井

駅周辺施設の写真を示している．行きは，吉井駅か

ら高崎市にある特別史跡の図-15(a)「多胡碑」を見
学し，図-15(b)吉井運動公園運動場と図-15(c)(d)同
公園内のプールとバーベキュー施設を経て，上り坂

をこぎのぼって吉井物産センターまで走行した．帰

りは下り道で距離も短くなることから運動量として

は減ることになるが，行きとは別コースとなる吉井

支所を経由して吉井駅に戻っている． 
サイクリングをより安全で効果的なエクササイズ

にするため，運動中の心拍数に基づいて運動強度を

調整をした．この心拍数に基づく運動強度について

は，サイクリング前及びスポーツプログラミング論

（講義科目）にて説明を行い，学生に十分に理解さ

せたうえでサイクリングを行っている．「最高心拍

数＝220－年齢」より目標心拍数を導き，健康づく
りのための運動強度として最高心拍数の60％程度と
した．履修者は18歳～20歳であったため，年齢を20
歳として計算し120拍前後の心拍数で継続運動を促
した．本サイクリングの実践時期が7月末であった
ことから，熱中症等の体調不良の早期発見にも脈拍

数の変化が重要になる．①吉井駅，②吉井運動公園，

③吉井物産センター，の3ヶ所で心拍数を測定し，
その結果に基づいて教員が運動強度（サイクリング

走行ペース）のアドバイスを行った． 

c) 吉井町周遊と地元の方とのふれあい 

図-16に吉井駅前での地元の方とのふれあいの写

真を示す．当初学生たちは，同じ仕様の自転車で行

動していることで周囲から注目されたことに戸惑い

表-3 運転免許保有者数ランキング 

総　数
20歳以上人口
100人あたり

1 群馬県 1,402,524人 85.83人
2 山梨県 594,606人 84.70人
3 長野県 1,482,942人 84.40人
4 栃木県 1,387,357人 84.34人
5 茨城県 2,036,373人 83.94人
6 岐阜県 1,413,209人 83.72人
7 宮崎県 767,193人 83.48人
8 和歌山県 687,908人 83.18人
9 三重県 1,257,187人 83.15人
10 滋賀県 934,586人 83.07人

順

位
都道府県

運転免許保有者数

 
 

自転車
15%

電車8%

自動車
77%

徒歩のみでの通学 0%

 
週に数回

乗る
69%

この１年
乗っていない

31%

毎日乗る 0%

 

(a) 通学手段       (b) 過去1年の自転車乗車 

図-13 履修女子学生 13名の状況 

 
表-4 サイクリング実践スケジュール 

時刻 スケジュール 

9:18 ①高崎駅出発（観光自転車借用） 

9:29 ②高崎商科大学前駅着，学生乗車 

9:41 ③吉井駅着 
吉井町 サイクリング（約2時間） 

11:52 ④吉井町発 

12:03 ⑤高崎商科大学前駅着，学生下車 

12:14 ⑥高崎駅着（観光自転車返却） 

 

吉井物産センター

吉井駅

吉井支所

吉井運動公園運動場
多胡碑

今回のコース
距離 約10㎞
所要時間 約120分
（自転車走行・施設見学・買い
物などを含む）

Goo地図 http://map.goo.ne.jp/

行きルート

戻りルート

心拍測定
ポイント①

心拍測定
ポイント②

心拍測定
ポイント③

 
図-14 サイクリング実践コースの概略 
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を感じたが，吉井駅前で地元の方々とコミュニケー

ションが取れてからは，自ら挨拶を行い，地域の

方々からのお声かけに快く返事ができるように成長

した姿がみられた． 
d) 参加した学生の感想 

吉井町周辺をサイクリングでめぐったことに関す

る学生の感想としては以下の通りである． 
・気持ちよく運動ができ，たまには自転車もよいと

思った． 
・大学の近くに，充実した運動施設があることを知

ったので，機会を作ってみんなで使いたい．バー

ベキューをしに来たい． 
・きれいな自然，素敵なお店が近くにあるのに知ら

なかった．野鳥に出会って驚いた． 
・吉井町が観光で栄えるとは思えないが，物産セン

ターや運動施設の存在をもっと高崎市民が知って，

イベントを開催して地元の人々や観光客を呼べた

らよいと思う． 
 

(3) 実施後のアンケート結果 

a) 観光自転車，サイクルトレインについて 

図-17に吉井町をサイクリングでめぐった学生へ

ののアンケート結果を示している．図-17(a)は観光
自転車の再度の利用について質問したもので，「ど

ちらかと言えば利用したくない」「2度と利用した
くない」と答えた学生は皆無であり，62％の学生は
「また利用したい」と答えている．図-17(b)はサイ
クルトレインの制度について質問したものであり，

「非常に素晴らしい」「非常に迷惑でやめてほし

い」との回答は無く，「どちらかと言えば素晴らし

い」が69％に至っている．以上により，サイクルト
レインを利用した観光自転車を授業に活用すること

は学生に抵抗なく受け入れられ 
たと判断される．  

b) サイクルトレインに関する改善提案 

自転車を留め置く器具等が備えられていない車両

に，他の乗客と一緒に自転車をそのまま持ち込むサ

イクルトレインに関して，以下のような改善提案が

得られた．改善が難しいものもあるが，上信電鉄に

改善を期待するものである． 
①自転車の乗車可能な車両を掲示してほしい． 
②電車内で自転車を留める装置の設置や他の客に迷

惑にならないようにする工夫をしてほしい． 
③自転車はエコだが，乗車代が他の鉄道に比べると

高いため他人に勧めにくい． 
④サイクルトレインの利用時間と乗降できる有人駅

の数が少ない． 
⑤サイクルトレインの宣伝ができていないのではな

いか．もっと広報すべきである． 
 

６．まとめと今後 
 
本稿では，上信電鉄沿線の観光まちづくりと上信

電鉄の顧客サービス向上などを念頭に，上信電鉄の

サイクルトレインと観光自転車を組合せたレンタル

観光自転車の導入とその経緯について説明した．ま

た，在学生の地域学修・体験型教育への観光自転車

の活用について実践例を報告した． 
自転車は導入の初期費用は比較的安価であるが，

レンタルシステムとしての活用を考えた場合，不特

定多数の人々が利用することから，自転車の保守点

検と自転車搭乗者の事故傷害補償，および第三者に

障害等を負わせた際の賠償責任補償に対応した保険

への配慮が不可欠であり，システム維持費用への配

慮は十分に行う必要がある．また，今回3種類の自
転車27台を上信高崎駅に配備したが，約4カ月間の
利用状況を調査した結果，機種による利用頻度に明

確な差があり，また降車のほとんどが上州富岡駅で

  
(a) 多胡碑            (b) 吉井運動公園 

  
(c) 公園内のプール      (d) バーベキュー施設 

図-15 吉井駅周辺施設 

 

 
図-16 吉井駅前での地元の方とのふれあい 

 

ぜひとも

利用したい
23%

どちらかとい

えば利用したい

39%

どちらとも

思わない
38%

どちらかと言えば

利用したくない
0%

２度と利用

したくない

0%

  

非常に素晴らしい

0%

どちらかといえば

素晴らしい
69%

どちらとも

思わない
23%

どちらかといえば

他の客に迷惑だ
8%

非常に迷惑で

やめてほしい

0%

 

 (a) 観光自転車の利用   (b) サイクルトレインの印象 

図-17 吉井町サイクリング後のアンケート結果 
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あったことから，利用効率を高めるため，不人気機

種12台を上州富岡駅に配備しなおした． 
今回導入したシステムは上信電鉄のサイクルトレ

インのサービスを活用したものであるが，「上信高

崎」駅で乗車した場合，「吉井」「上州福島」「上

州富岡」「下仁田」の4つの駅しか利用できないと
いう重大な問題を抱えている．今後，この利用可能

駅の増大を検討していく必要があるが，解決には無

人駅や駅員が不在となる曜日や時間帯における係員

の配備の問題をクリアする必要があり，今後の上信

電鉄の対応が期待される． 
今回，このレンタル観光自転車を使って，情報処

理を担当する教員が教養演習Ⅱで受け持つ学生とと

もに富岡地区の地域学修に出かけ，体育担当の教員

が女子学生の運動量確保と地域学修を目的に，吉井

地区に出かけて実践活用した．大学の近隣にある地

域や地域の良さは足を運んで体感しないと分からな

い．学生からは何度も「こんなところがあるんだ」

「知らなかった」との発言が出た．今回の体験を通

して，地域の良さを再認識したり，地域の特徴を少

し理解した様子が見られた．地域を知り，誇りを持

てなければ観光客を招き入れる気持ちにはなれない．

地域住民が地域の観光資源を知ることで，地域を誇

りに思うことができるようになり，そのような思い

が地域に芽生えて観光まちづくりが進展していくと

考えられる．今後，他の講義を担当する教員にも利

用を働きかけていく予定である． 
平成26年6月に富岡製糸場が世界遺産に登録され

たことにより，上信電鉄は地域の人々のみならず国

内外からの観光客の足として利用されることになっ

た．高崎から上州富岡まで36分間をただ電車で移動
するのではなく，自然が豊かで歴史や文化をはぐく

んできた地域をより深く理解してもらうことも大切

である．そのため，気になった場所を自転車で移動

しながら観光スポットを巡るという体験を伴った観

光を提案することは有意義なものであると考えられ

る．大半の学生からの観光自転車に対する肯定的な

意見が得られたが，その方法や内容にまだまだ改良

の余地があり，若い世代の感覚も取り入れてさらに

改善を重ねていきたい． 
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（知）の拠点整備事業」における平成25年度地域志
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遂行するにあたり，多大なご支援とアドバイスをい
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INTRODUCTION OF RENTAL SIGHTSEEING BICYCLE SYSTEM TO JOSHIN 
DENTETSU AND TRIAL OF AN EXPERIENCE-BASED REGIONAL 

COMPREHENSION PROGRAM BY THE SYSTEM 
 

Takeshi Takegami and Yukako Irie 
 

   Takasaki University of Commerce was adopted by the project of "Center Of Community (COC)" of the 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology in the 2013 academic year. As one of the 
project of COC, we made a partnership with Joshin Dentetsu Co., Ltd. in Takasaki, Gunma Prefecture. 
And, we have started an innovated “ Rental Sightseeing Bicycle System (RSBS)” combined with "Joshin 
Dentetsu Cycle Train" in April 2014. RSBS was a new sightseeing project that helps to improve 
passenger service and corporate image in a local railway and offers a useful and efficient transportation 
for tourists visiting to Tomioka Silk Mill of a world heritage, and its surrounding area. We applied RSBS 
on undergraduate students as an experience-based program for the increase of a regional comprehension. 
In this paper, we explain the outline and actual usage conditions of RSBS, and discuss the application and 
impact of an experience-based program for which RSBS was utilized. 
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Study regarding travel contract with the Civil Code large revision 
- From this influence the travel contract by Civil Code large revision- 

Shinya Abe  

   Current revision of the "Civil Code" that has not been done really 120 years major change is in our 
country is becoming imminent. Civil Code of amendment is the general law of private law is considered 
to be a significant impact on the Japanese people's lives, it is very similar to the problems related to travel. 
In this paper, we consider the impact of specific Civil Code large revision to focus only on "travel 
contract". Is not only the current final draft in the discussion, and emphasizes also discussion course 
leading up to it, it was carried out of the consideration travel contract is heading in any direction. Result, 
but in the final draft was shelved the amendment of provisions relating to travel, this is it was found to be 
the result of regulation was also considered by policy makers separately special law. Also, although the 
impact of this revision is somewhat limited, there is a possibility that overturn the current advances 
received from theory underlying, there is a need gaze. 
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A Hedonic Analysis on the Centripetal Force around
the Cities of Maebashi and Takasaki:Comparing 2011 with 1983

Kiyoshi YONEMOTO and Shota BANNAI,
Department of Regional Policy, Takasaki City University of Economics

A regional policy on declining city center should take into account spatial variance in deterioration. In 
economic analyses, land price is commonly used to characterize the condition of each location. This study 
conducts a hedonic analysis by regressing land price on the attributes of land such as the distances from
train station and shopping center, zoning regulation (dummy,) floor-area and coverage ratios. The results 
illustrate the structures and regional caharacteristics of the cities. Significance of the railroad station or 
central streets is found to be weaker in Maebashi than in Takasaki. Also, in both cities, the centripetal 
force is declining.
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農林漁業体験民宿の登録効果と実態の一考察

―新潟県南魚沼市の事例―

犬田 剛

正会員 修士（経済学） （公社）日本農業法人協会（〒102-0084 東京都千代田区二番町9-8）
E-mail:t-inuta@hotmail.co.jp.

１．はじめに

グリーン・ツーリズム（以下，GTという）が世
間に周知されたのは，農林水産省の私的諮問機関と

して組織されたGT研究会が1992年に公表した報告
書である，「グリーン・ツーリズムの提唱」(以下，
GT報告書という）による．
このGT報告書で，GTは，「緑豊かな農山漁村地

域において，その自然，文化，人々との交流を楽し

む滞在型の余暇活動」と定義された．

 GT研究会の委員であった宮崎(2002)1)は，GTの目
標を，「①農業・農村の活性化，②自然・景観・文

化などの農業・農村の多面的機能の保全，③都市住

民のゆとりある余暇活動という3つの目標を目指し
ており，当時のリゾート開発とは正反対の方向を示

したもの」と説明している．

このリゾート開発とは，1986年に制定された民間
事業者の能力活用による特定施設の整備促進臨時措

置法(以下，民活法という），1987年に施行された
総合保養地域整備法(以下，リゾート法という）を
指している．

民活法は内需拡大と地方活性化を目的として行政

の補助や許認可手続きの簡素可を可能にするもので

あり，リゾート法は企業の減税措置などの支援を行

うものである．

こうした，民活法及びリゾート法は，国内の製造

業が衰退している中で地域経済の再生と内需拡大を

図ることを目的としていた．特に，リゾート法は41
都道府県でその計画が策定され，第三セクター方式

を中心とした取り組みが全国各地でスタートする．

しかし，1990年代のバブル経済の崩壊による観光
需要の減少により，各地の第三セクターの経営は困

難になり，多くの地域で事業の打ち切りや経営破綻

がみられた．

こうした，経済・社会情勢の中で，GTが政策的
に導入された要因として，リゾート開発の失敗や日

本の乏しい余暇実態に新たな西欧型の余暇文化を取

り入れるという意図があった．

その後の1995年に「農山漁村滞在型余暇活動のた
めの基盤整備の促進に関する法律」(以下，農村休
暇法）を施行し，都市と農村との交流促進を施策の

対象として位置づけている．

この農村休暇法は，農林漁業体験民宿業を行うこ

とで，農山漁村の健全な発展を図ることを目的とし

ている．

都市住民を受入れる農業者にとっては，GTを経
営に導入することにより，農産物の生産・販売だけ

でなく，宿泊者に提供する食品の加工という二次産

業や農業体験等の都市住民へのサービスの提供とい

う三次産業という側面を有しており，経営の多角化

をはかることができる．

GTは上記のような農業情勢の中で，農家収入を
補完し，経営を安定化させる可能性を有している． 

２．先行研究と課題の設定

日本における GT の受け皿として政策的に位置づ
けられているのが，農村休暇法に基づき登録されて

いる農林漁業体験民宿である． 

ここではまず，日本における農家民宿に関する先

行研究について触れる．まず，農家民宿の先行研究

として，大江(2003)2)は，農家民宿の経営上の特徴

を，「欧州に比べて，1 戸当たりの規模が大きいも

のの，経営間の格差が大きく，全体として稼働率が

低水準にとどまっている」と指摘し，この稼働率の

向上を課題としてあげている． 

また，山崎(2004)3)は，農家民宿等のグリーン・

ツーリズムが求められる背景の 1 つとして，農業所

得の構造的な低下をあげ，副業収入の確保が必要と

なったためと指摘している． 

一方，佐藤(2009)4)は，農家民宿の開業経緯など

から，スキー場などの周辺ですでに冬季に民宿業を

行っていた農家民宿をスキー民宿転換型，農村休暇

法施行後に開業した農家民宿を新規開業型と整理し

ている．これらの農家民宿が GT の受け皿として事
業を開始した目的を，スキー民宿転換型が収入減少

補完，新規開業型は追加的な収入確保と説明してい

る． 

一方で，山崎(2005）5)は，ドイツやイギリスの実

態を踏まえて、日本における農家民宿の推進には，

農家が副業として行っている民宿に旅館業法等の制

度的基準を守らせる必要があるのか疑問を呈してい

る。このため、「専業のホテル・旅館業と農家の副

業的施設が共存できるような棲み分けシステムの育
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成」という視点が今後求められると指摘している． 

さらに，中尾(2009)6)は，1995 年に施行された農

村休暇法による規制緩和によって開業した農家民宿

の現状について，主業となる農林漁業収入を補完す

る位置付けを有していることを明らかにしている． 

一方，桑原(2008)7)は，規模拡大を進めてきた民

宿を対象として，実態分析を行っており，現時点で

はビジネス性の確立が明確になされていないことを

課題としてあげている． 

一方で，本稿の研究対象である農林漁業体験民宿

に焦点を当てた先行研究として，犬田(2012)8)は，

登録軒数が多い，新潟県と長野県の 2 県の事例から，

農林漁業体験民宿の所在地と同一市町村内にスキー

場等の有無で分類した場合，スキー場等が近隣にあ

る農林漁業体験民宿は，規模（収容人数，部屋数）

が大きく，体験メニュー数も多い傾向にあることを

明らかにしている． 

さらに，犬田(2014)9)では，新潟県南魚沼市を事

例として，農林漁業体験民宿の登録要因として，

「グリーンシーズンの集客確保」や「地域組織に勧

められた」というものが多いことを整理している． 

以上のように，政策的に位置づけられた GT の受
け皿である農林漁業体験民宿の登録効果や現状につ

いて明らかにした先行研究は必ずしも多くはない． 

こうしたことから，本稿では，農林漁業体験民宿

の登録軒数が全国一多い新潟県南魚沼市の農林漁業

体験民宿に焦点をあて，その登録効果と現状につい

て明らかにする． 

３．調査地域の概要
 

(1)南魚沼市の位置と概要 

2004年に六日町と大和町の合併による市制施行で
「南魚沼市」が誕生し，翌年には南魚沼市が塩沢町

を編入合併する形で現在の南魚沼市となる．

同市は南魚沼産コシヒカリを育む肥沃な水田が広

がり，市域を囲む八海山，駒ヶ岳などの名山とそれ

らを源とする多くの渓流や清流など，四季折々の自

然環境に恵まれている．

さらに，日本有数の豪雪地帯の条件を活かしたス

キー場や温泉，レクリエーション施設など多くの観

光資源を有しており，上越新幹線や関越自動車道を

はじめとする幹線道路が整備されており，交通の拠

点としての基盤整備が進められている．

次に，南魚沼市と新潟県の産業別総生産額の構成

比（2008年）を比較してみると，南魚沼市では第1
次産業が総生産額に占める割合(6.8％)は，新潟県の
それ(2.1％)と比較して高い割合を示している．これ
は米を中心とする農業生産額が占める割合の高さを

示しているといえる．

さらに，就業者数構成比における第１次産業の割

合（2008年）は，南魚沼市(15.3％)が新潟県(7.7％)
と比較して高い割合を示し，南魚沼市の第1次産業
就業人口1人当り生産額(306万円)は，新潟県のそれ
(201万円)と比較して高い傾向にある（2008年）．

(2) 新潟県南魚沼市の観光客数の推移と概要 

南魚沼市は，市内に 11 カ所のスキー場を有し，

年間約 468 万人(H21 年)の観光入込客数を誇る．年

間の観光客数は図-１のとおりに推移している．新

潟県中越地震の影響で 2004 年に観光客数は激減し

ているが，2009 年には NHK 大河ドラマの「天地人」

が放映されたことにより，舞台となった南魚沼市へ

の観光客数は急増している． 

 

 
 

 次に，季節別の観光客数の推移を記載する（図-

2）． 

季節別に観光客数の推移をみると，ホワイトシー

ズン(11～4 月)の観光客数は，2002 年以降減少傾向

にある一方，グリーンシーズン(5～10 月)の観光客

数は維持されていることからわかる． 

 2009 年の急増は，NHK の大河ドラマ「天地人」と

いう特殊要因もあるが，グリーンシーズンの観光客

数がホワイトシーズンの観光客数を上回っている． 

このことから南魚沼市の観光産業において，グリ

ーンシーズンの観光客数の重要度が増していること

が伺える． 
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図-１ 南魚沼市の観光客数の推移
資料：新潟県『観光動態の概要』各年。

注：1985～2005年までは、旧大和町、旧六日町、旧塩沢町

の金額を合算した数値を使用。
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 日本のスキーは 1911 年にオーストリア＝ハンガ

リー帝国のテオドール・エドラー・フォン・レルヒ

少佐がその技術を新潟県高田(現，上越市)で伝授し

たのが始まりとされる．その後，1948 年に群馬県

草津町でスキー場にリフトが設置され，本格的開発

が始まる． 

南魚沼市では，1949 年に石打丸山スキー協会が

設立され，1950 年にリフトが開設されたことで，

民宿や旅館を営む経営体が急増する．この民宿は，

農業者が開業したものが中心であった．1950 年代

の民宿の多くが農業者であった要因を桑原(2008)7)

は，産業構造の転換によって遊休化しつつあった山

林や蚕室の有効活用，冬季における雇用・収入源の

確保であったと指摘している． 

その後，1980 年代から 1990 年代前半にかけてバ

ブル経済による好景気，リゾートスキー観光客が増

加する．その要因として，積雪地域への高速交通ネ

ットワークの整備，リゾートホテルなどの都市的な

宿泊・飲食サービス施設の増加，日帰りスキー観光

客を対象とした施設の整備が考えられる． 

さらに，呉丹(1999)10)は，この時期の農山村地域

の民宿数の変化についても触れ，「1970 年代まで

に開設されたスキー場周辺では，一般的にその新設

は少ない」と指摘している．その理由として，客数

の増加を既存施設の規模拡大により対応したことを

あげている． 

この時期に南魚沼市の農家民宿の変化について，

桑原(2008)7)は，「開業当初は空き室や蚕室を利用

した小規模かつ副業的な経営が主流であったが，ス

キー客数の拡大とともに客室や浴室，乾燥室などが

整備され，規模拡大及び専業化が進行した」と指摘

している．そうした中で，1990 年代後半からスキ

ー観光は低迷期に突入する．その背景は，バブル経

済の崩壊による経済的な要因によるスキー観光客の

減少があげられる． 

さらに，この時期のスキー観光客の半数は日帰り

でスキー場に訪れている．これは，宿泊客の減少を

意味し，規模拡大を進めた農家民宿の施設稼働率を

低下させることになる． 

 南魚沼市においても，スキー観光客の入込数は

1992年度の 349万人をピークに減少傾向にある． 

 

(3) 南魚沼市の農林漁業体験民宿の現状 

南魚沼市では1950年代のスキー場開発を契機に冬
季の副業として農家民宿が開業されてきた．そして，

高度経済成長期以降のスキー観光客の増加により，

農家民宿の規模拡大・専業化が進んだ．

しかし，バブル経済の崩壊と日帰りスキー観光客

の増加により，規模拡大した農家民宿の施設稼働率

は低迷することになる．そうした中，夏季の観光客

を確保することを目的としたGTが開始されてきた
のである．

農林漁業体験民宿については、新潟県では県独自

の規制緩和を行うなど推進体制を整備したり、農家

民宿の開業手引きを県で作成した上で公表するなど

している。

一方で、南魚沼市では行政と農協が中心となり，

市内の農業者や宿泊業者に対して，農林漁業体験民

宿への登録を推進している．

 こうした夏季の集客確保と行政などの推進活動に

より，2011年2月時点で南魚沼市には全国の市町村
で最多の34軒の農林漁業体験民宿が登録されている．
 特に南魚沼市の中でも旧塩沢町に農林漁業体験民

宿が多く立地していることが分かる(表-１)．これは，
旧塩沢町が上記のスキー客の受入を積極的に行って

きた地域であり，元々宿泊施設が多かったこと，行

政(旧塩沢町)と地元農協の出資による塩沢町グリー
ン・ツーリズム推進協議会による支援があったこと

などが大きく影響しており、同市には農林漁業体験

民宿の登録推進体制が整備されていたといえる．

表-1 南魚沼市の宿泊施設と農林漁業体験民宿

旧塩沢町 その他 合 計

宿泊施設 228軒 57軒 285軒
内，農林漁業体験民宿 33軒 1軒 34軒
資料：南魚沼市：市勢要覧データ編，2011．

(財)都市農山漁村交流活性化機構ホームページ．
注：現住所地を旧市町村で分類したもの．

表-2 アンケート回答先の創業年代と客室数

創業年代 10室未満 10-15室 16-20室 21室以上 

1930年代 ― ― 1軒 ― 

1940年代 ― 2軒 1軒 ― 

1950年代 ― 1軒 1軒 ― 

1960年代 ― 4軒 ― 1軒 

1970年代 2軒 1軒 ― 1軒 

1980年代 ― 2軒 ― ― 

未回答 ― 2軒 ― ― 

資料：筆者アンケート調査結果より作成．

注：アンケート回答者の平均は，客室数15.5部屋，最大収容人
数60.6人
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350
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図-3 南魚沼市のスキー入込客数の推移
資料：図-1に同じ.

注：図-1に同じ.
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４．農林漁業体験民宿の登録効果と実態につい

て―南魚沼市のアンケート調査より― 

(1)アンケート調査の概要 

本節では，南魚沼市の農林漁業体験民宿を登録し

た効果と現状について明らかにする．データは，南

魚沼市の農林漁業体験民宿を対象として実施したア

ンケート調査に基づいている．アンケート調査は，

(財)都市農山漁村交流活性化機構のホームページ上
で農林漁業体験民宿として登録されている南魚沼市

の農林漁業体験民宿を対象に郵送法（調査期間2011
年9月28日～11月5日）により実施した．
 アンケートの設問としては、第一に回答者の属性

（創業年、経営者の年齢、従業員数、売上高など）、

第二に農業経営の経営規模や売上高、営農類型、第

三に農林漁業体験民宿の登録の理由・効果を尋ねた。

回収数は，19軒，回収率は55.9％であり，無効回
答は存在しなかったため，有効回答数，有効回答率

も同上となっている。

(2)農林漁業体験民宿の概要 

回答先の創業年代と宿泊規模(客室数)は，表-2の
通りである．創業年は，1960年代5軒，1970年代4軒，
1940年代3軒となっており，1960～70年代に多くの
農林漁業体験民宿が創業されていることが分かる．

これは，1950年代にスキー場が開発されたことから，
冬季の民宿業を開業したことが多かったためと考え

られる．

また，宿泊規模(客室数)は，10～15室の12軒が最
も多い．これは，全国の旅館の客室数16.29部屋と
比較しても大きな差はない．こうしたことから，南

魚沼市の農林漁業体験民宿は一般的な宿泊業専業者

と大きな差がない経営規模を有していることが伺え

る．

 

表-3 宿泊業収入と農産物販売額 

宿泊業収入 

 

農産物販売収入 

500万円

未満 

500 

～1,500

万円未満 

1,500 

～2,500

万円未満 

販売無し ― 6軒 2軒 

100万円未満 2軒 2軒 1軒 

100～300万円未満 ― 2軒 ― 

300～500万円未満 ― 1軒 ― 

500万円以上 ― 2軒 ― 

資料：表-2に同じ． 

注：回収した 19軒の内，1軒は本設問について未回答． 

次に，回答先の宿泊業収入と農産物販売収入の関

係は，表-3のとおりである．宿泊業の収入としては，

500～1,500万円未満13軒と回答者の7割超を占めて

いる． 

一方で農産物販売収入は，販売なし8軒，100万円

未満5軒，と多くの回答者が農産物販売が少ないこ

とが分かる．このことから，回答者の多くが宿泊業

を主業とした，農林漁業体験民宿が多いことが分か

る． 

なお、回答があった19軒の内、農産物の生産を全

く行っていない農林漁業体験民宿は2軒であった。 

 一方で、図-4の通り、回答先が宿泊者等に提供し

ている体験メニューとしては、農業体験が65.6％と

最も多く、自然体験23.3％、食文化体験10.0％とで

あった。 

このことから、多くの回答先の多くは、農業体験

を中心として提供していることが分かる。 

 

 
 

(3) 農林漁業体験民宿による効果と実態 

a） 農林漁業体験民宿の効果
農林漁業体験民宿に登録したことによる効果につ

いては，図-5の通りである
農林漁業体験民宿の登録前後における，宿泊客数

の変化について，減少した10軒，変わらない5軒，
増加した3軒という結果になった．これは，農林漁
業体験民宿に登録したことによっても減少傾向にあ

る宿泊客を維持することができていないことが考え

られる．

さらに，宿泊客が減少した10軒の内，農業体験等
による収入による補てんができていない民宿が7軒
と，多くの農林漁業体験民宿が，農業体験等を実施

しても減少した収入を補填できていないことが明ら

かになった．

b）農業体験を開始したことによる実感
次に，農林漁業体験民宿の経営者の実感について

の回答結果は表-4のとおりである． 
アンケート調査の結果，農林漁業体験民宿の経営

者の実感として最も多かったのは，「農業体験等の

メニューを実施する手間が多い」というものであっ

た．メニューを実施する手間が多いとして回答して

いる農林漁業体験民宿は，11 軒（1 位 8 軒，2 位 3

軒）であった． 
2 番目に回答が多かったのは，「想定したよりも

収入増加等が見込めていない」という回答である．

この回答は，9 軒（1 位 6 軒，2 位 3 軒）が回答し

ている． 

65.6%
10.0%

23.3%

1%

農業体験

食文化体験

自然体験

その他

図-4 体験提供メニューの種類（複数回答）
資料：表-2に同じ.
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さらに，3番目に多かったのは，「雇用や資材の

増加等によりコストが増加した」（2位5軒，3位2軒）

の回答であった．

 
表-4 農林漁業体験民宿を経営する実感 

 1位 2位 3位 

後向

き回

答 

農業体験等のメニューを実

施する手間が多い 
8軒 3軒 ― 

想定したよりも収入増加等

が見込めていない 
6軒 3軒 ― 

雇用や資材の増加等により

コストが増加した 
― 5軒 2軒 

前向

き回

答 

体験者が来ることで地域に

活気が出た 
― ― 7軒 

都市住民との交流を楽しん

でいる 
2軒 ― 2軒 

当初想定以上の収入を確保 1軒 2軒 ― 

交流により祖父母等や女性

が元気になった 
― 2軒 1軒 

資料：表-2に同じ． 

注：回収した 19軒の内，2軒は本設問について未回答． 

c） 農林漁業体験民宿の改善要望
次に農林漁業体験民宿の改善要望についての回答

結果は，表-5の通りである．
アンケート調査の結果，農林漁業体験民宿の改善

要望として最も多かったのは，「都市農山漁村交流

活性化機構等からの顧客斡旋」というものであった．

顧客斡旋を要望として回答している農林漁業体験民

宿は，9軒（1位 5軒，2位 4軒）であった． 
2 番目に回答が多かったのは，「体験メニュー開

発や人材育成のための補助等を通じた支援をしてほ

しい」という回答である．この回答は，7 軒（2 位

3軒，第 3位 4軒）が回答している． 
さらに，3番目に多かったのは5軒が回答している，

「ガイドブック等を通じたPRを積極的に実施してほ

しい」（1位4軒，2位１軒）と「農林漁業体験に係

る設備投資等に補助・融資制度を整備してほしい」

（1位1軒，2位1軒，3位3軒）であった． 

なお，改善要望の「その他」を選択した6軒の内、

2軒は、学校関係の集客数増加や積極的な参加を要

望としてあげている． 

表-5 農林漁業体験民宿の改善要望 
 第1位 第2位 第3位 

都市農山漁村交流活性化機構等から

の顧客斡旋             
5軒 4軒 － 

体験メニュー開発や人材育成のため

の補助等を通じた支援をしてほしい 
－ 3軒 4軒 

ガイドブック等を通じたPRを積極的

に実施してほしい         
4軒 1軒 － 

農林漁業体験に係る設備投資等に補

助・融資制度を整備してほしい  
1軒 1軒 3軒 

農林漁業体験民宿の経営アドバイ

ス・分析をしてほしい              
1軒 2軒 1軒 

農業体験指導者のセミナー開催やア

ドバイザーを派遣してほしい        
－ － 1軒 

その他 4軒 1軒 1軒 

資料：表-2に同じ． 

注：回収した19軒の内，4軒は本設問について未回答． 

 

d） 今後最も重視する顧客層 

最後に農林業業体験民宿が今後最も重視する顧客

層についての回答結果は，表-6の通りである．
アンケート調査の結果，農林漁業体験民宿の改善

要望として最も多かったのは，「小・中学生（修学

旅行等の体験学習）」の 11軒であった． 

2 番目に回答が多かったのは，「家族連れ」の 6

軒であった． 

さらに，3 番目に多かったのは 3 軒が回答してい

る，「定年退職者層（団塊の世代など）」であった． 

 

表-6 今後最も重視する顧客層(複数回答） 

小・中学生（修学旅行等の体験学習） 11軒 

家族連れ 6軒 

定年退職者層（団塊の世代など）  3軒 

独身・単身者 1軒 

その他  1軒 

資料：表-2に同じ． 

注：回収した 19軒の内，1軒は本設問について未回答． 

５．結論・今後の検討課題

本稿は農林漁業体験民宿を開始したことによる効

果と実態について，以下の点が明らかになった． 

第 1 は，多くの農林漁業体験民宿で，登録前の宿

泊者数等の減少を農業体験等で十分に補填できてい

ないことである．これは，グリーンシーズンの観光

客等の増加だけでは，十分に補填できる水準とはな

増加した 3 
 

減少した 10 
 

 
農業体験による補填の可否 

補填できている 0 

変らない 5 
 

補填できていない 7 

 
無回答 3 

 
図-5 農林漁業体験民宿を開始後の宿泊客の変化について 

資料：表-2に同じ． 

注：1軒は未回答． 
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っていないことを意味している． 

一方で，少数だが宿泊者数が増加していると回答

した農林漁業体験民宿が 3 軒あったことは，農林漁

業体験民宿に登録することで宿泊客を維持・増加さ

せる効果を有している経営もあることを示している．

今後，こうした農林漁業体験民宿ごとの登録効果の

差異を明らかにすることは今後の課題である． 

第 2 は，「体験者が来ることで地域に活気が出た

(出てきた)」(7 軒)，「都市住民との交流を楽しむ

ことができ満足している」(4 軒)，「交流により祖

父母等や地域の女性が元気になった」(3 軒)と回答

した農林漁業体験民宿が存在する点である．これは，

農林漁業体験民宿を開始することによる，社会的な

効果の 1つとして考えられる． 

第 3 は，農林漁業体験民宿の改善要望として，顧

客の斡旋やガイドブック等を通じた PR を積極的に

実施してほしいという回答が多いことである．さら

に体験メニューの開発や人材育成への支援をあげる

回答者もおり，今後はこうした部分での支援策を充

実させることが求められている． 

第 4 に今後最も重視する顧客層は，半数以上の農

林漁業体験民宿が，「小・中学生」をあげているこ

とである． 

改善要望のその他で回答があった通り，学校等の

宿泊者が地域に分散して宿泊することで，実感とし

て十分な収入を確保できていない可能性がある．こ

の点は，南魚沼市の農林漁業体験民宿に宿泊する

小・中学生の総数を増加させることが課題として考

えられる． 

最後に，南魚沼市の農林漁業体験民宿の課題につ

いて，以下で触れておきたい． 

第 1 は農業体験などのメニューに手間や費用が多

くかかると感じている経営者が多くいることである．

その要因は，農業体験料金の設定やその人数の少な

さがあげられる．アンケート調査の自由回答欄には，

「小中学生での教育旅行等で，3～4 名の宿泊だと，

利益が見込めない」などの回答があった． 

この点は，宿泊業を主業としていることから，少

人数の農業体験などを目的とした宿泊客の対応をす

ることが収益上大きなメリットになっていないこと

を意味している． 

第 2 は，集客の確保である．農林漁業体験民宿の

登録前後の宿泊者数についての回答において，10

軒以上は減少傾向にあると回答しており，その内，

7 軒についても農業体験などで減収補填はできてい

ないと回答している． 

こうしたことから，農林漁業体験民宿へ登録した

要因であるグリーンシーズンの集客は限定的であり，

スキー観光客の減少基調にある中で，減収補填効果

は大きく期待できてきない． 

また，客の斡旋やガイドブック等を通じた PR の

実施を要望している農林漁業体験民宿は多い． 

 こうした，実態に即して，農林漁業体験民宿の集

客確保を図る方法として、行政は制度の周知徹底と

農林漁業体験民宿として登録することによる政策的

誘導（補助や政策融資等の対応）を行うことが必要

である。 

GT については、全国各地で様々な取組みが行わ

れている。その際に都市住民等に提供されているの

は、農作物等の収穫体験であり、各地域の特性を生

かした取り組みは多くない。 

これからは、その地域でしかできない体験メニュ

ーとして、食文化や自然体験と複合的に絡めたメニ

ューを構築することやリピーターを確保するために

も地域の推進協議会が核となり、農林漁業体験民宿

間で連携して体験メニューのバリエーションを増や

すことで多様化する旅行者のニーズに対応できるよ

うにするべきである。 
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An Examination of Issues and Analysis Methods

for Investigating Wandering Behavior of Pedestrian Tourists in Urban Tourism

— A case study in the area around the Otaru Canal — 

Hidemi Fukada, Otaru University of Commerce 

Due to the development in recent years of the Global Navigation Satellite System as a means of obtaining position information, 
it has become technically possible to ascertain, with a certain degree of precision, not only the circulating tourist behavior of 
moving between tourism cities, but also the wandering tourist behavior within tourism cities. However, in order to obtain data on 
pedestrian tourist behavior using Global Navigation Satellite System, a key issue at present to the difficulty of obtaining the 
numerous sets of positon log data that go with attribute data. 

Therefore, if it is possible to use a multi-agent simulation, enabling recreation on a computer of the interactions of behaving 
entities called agents, it will be possible to analyze the pedestrian wandering behavior of tourists without acquiring numerous sets 
of pedestrian tourist behavior data. This paper first describes issues relating to previous analysis techniques using Global 
Navigation Satellite System for pedestrian tourist behavior. Taking into account these issues, this paper examines the utility of an 
analysis method for wandering tourist behavior using a multi-agent simulation.
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No. 発表日 時間 司会者 発表テーマ 著者 所属 

1 

10月25日 

14：10〜 

長谷川明

（八戸工業

大学大学院

教授） 

上信電鉄サイクルトレイン

制度を活用した学生の地

域理解を深める体育授業

の検討 

○入江 由香子 

竹上 健 

高崎商科大学 短期大学部 

高崎商科大学 商学部 

2 14：35〜 

寄付による地域活性化に

関する一考察―福島県

葛尾村を事例に― 

○猪原 雅代 

芥川 一則 

福島工業高等専門学校 コミュ

ニケーション情報学科 

福島工業高等専門学校 コミュ

ニケーション情報学科 

3 15：00〜 

ビッグデータを活用した

地域活性に関する一考

察―福島県いわき市を事

例に― 

○藤木亜唯花 

芥川 一則 

福島工業高等専門学校 コミュ

ニケーション情報学科 

福島工業高等専門学校 コミュ

ニケーション情報学科 

4 15：25〜 

地域経済における景気動

向についての一考察―

福島県いわき市を事例に

― 

小塚 千晶 

○芥川 一則 

福島工業高等専門学校 専攻

科 ビジネスコミュニケーション

学専攻 

福島工業高等専門学校 コミュ

ニケーション情報学科 

5 

10月26日 

9：30〜 

米本清（高

崎経済大学

地域政策学

部准教授） 

UAVによる空撮映像の観

光・街づくりへの応用 

○齋藤 修 

長谷川 明 

茨城大学 工学部情報工学科 

八戸工業大学工学部 土木建

築工学科 

6 9：55〜 

かきりん知ってる？－瑞

穂市イベント会場での市

政広報への意識調査－ 

○畦地真太郎 

髙梨文彦 

曽我部雄樹 

中村良 

朝日大学経営学部 大学院経

営学研究科 

朝日大学法学部 大学院法学

研究科 

朝日大学経営学部 

朝日大学法学部 大学院法学

研究科 

7 10：20〜 
歩行観光者の回遊行動

分析手法に関する検討 

○深田 秀実 小樽商科大学 社会情報学科 

8 10：45〜 

中心市街地空洞化のへド

ニック分析－前橋・高崎

の比較－ 

○伴内 翔太 

米本 清 

高崎経済大学 地域政策学部 

高崎経済大学 地域政策学部 

9 11：10〜 

東日本大震災の特定被

災区域の復興状況と観光

客誘致のための仕組みの

一提案 

○宮腰 直幸 八戸工業大学感性デザイン学

部 感性デザイン学科 
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